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Ⅰ．自動車騒音調査 
 

１．調査目的 

騒音規制法第１８条（常時監視）の規定に基づき、市内の主要道路の自動車騒音

に係る環境基準の達成状況、並びに自動車騒音の要請限度の超過状況を把握するた

めの調査を行いました。 
 

２．調査内容 

（１）調査期間 

令和６年１１月１１日（月）～令和６年１１月１５日（金） 

（２）調査地点（p13 騒音・振動調査地点図参照） 

ア 環境基準 

 ・実測による評価区間数…９区間（うち定点評価区間は３区間） 

 ・シミュレーションによる評価区間数…７５区間（３２路線） 

イ 要請限度 

 ・調査地点数…４地点 

（３）調査方法 

ア 自動車騒音（環境基準） 

「環境基本法第１６条第１項の規定に基づく騒音に係る環境基準について」（平

成１０年環境庁告示第６４号）に定めるところによる。 

       →１日の平均値（年１回） 

イ 自動車騒音（要請限度） 

「騒音規制法第１７条第１項の規定に基づく指定地域内における自動車騒音の

限度を定める省令」（平成１２年総理府令第１５号）に定めるところによる。 

       →連続する７日間のうち、代表する３日間の平均値 
 

３．調査結果 

（１）環境基準 

 市内主要道路の３２路線で、騒音調査結果、交通量、道路形状等を基に調査を

した結果、評価対象の全戸数 18,695 戸のうち 18,543 戸で環境基準を達成し、環

境基準達成率は９９．２％でした（令和５年度９８．７％）。 

（各路線の結果については p6～p8 表１－１参照） 

注）「昼間・夜間」は、昼間及び夜間ともに環境基準を達成した戸数及びその割合を示す。 

「昼間」は６時から２２時まで、「夜間」は２２時から翌朝６時までの間をいう。 

 評価区間内全戸数 環境基準達成戸数 環境基準達成率 

昼間 

１８，６９５戸 

１８，５９７戸 ９９．５％ 

夜間 １８，５５８戸 ９９．３％ 

昼間・夜間 １８，５４３戸 ９９．２％ 
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調査区間９区間（定点３区間、 ローテーション６区間）で調査をした結果、評

価対象の全戸数 3,048 戸のうち、3,038 戸で環境基準を達成し、環境基準達成率は

９９．７％でした（令和５年度９９．４％）。 

（評価区間別の結果については p9 表１－２参照） 

注）「昼間・夜間」は、昼間及び夜間ともに環境基準を達成した戸数及びその割合を示す。 

「昼間」は６時から２２時まで、「夜間」は２２時から翌朝６時までの間をいう。 

 

調査区間３区間（定点）で調査をした結果、評価対象の全戸数 463 戸のうち 453

戸で環境基準を達成し、環境基準達成率は９７．８％でした（令和５年度９６．５％）。 

  評価区間内全戸数 環境基準達成戸数 環境基準達成率 

昼間 

４６３戸 

４５５戸 ９８．３％ 

夜間 ４５３戸 ９７．８％ 

昼間・夜間 ４５３戸 ９７．８％ 

注）「昼間・夜間」は、昼間及び夜間ともに環境基準を達成した戸数及びその割合を示す。 

「昼間」は６時から２２時まで、「夜間」は２２時から翌朝６時までの間をいう。 

 

（２）要請限度 

調査地点４地点のうち、いずれの時間帯においても要請限度を超過した地点はあ

りませんでした。（調査地点別の結果については p10 表２参照） 

 

 評価区間内全戸数 環境基準達成戸数 環境基準達成率 

昼間 

３，０４８戸 

３，０４０戸 ９９．７％ 

夜間 ３，０３８戸 ９９．７％ 

昼間・夜間 ３，０３８戸 ９９．７％ 
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Ⅱ．道路交通振動調査 

 

１．調査目的 

道路交通振動の要請限度の超過状況を把握するため、市内の主要道路において調

査を行いました。 

 

２．調査内容 

（１）調査期間 

令和６年１１月１１日（月）～令和６年１１月１２日（火） 

（２）調査地点（p13 騒音・振動調査地点図参照） 

調査地点数…４地点 

（３）調査方法 

「振動規制法施行規則第１２条」（昭和５１年総理府令第５８号）に定めるとこ 

ろによる。 

 

３．調査結果 

調査地点４地点のうち、いずれの時間帯においても要請限度を超過した地点はあ

りませんでした。（調査地点別の結果については p11 表３参照） 
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Ⅲ．新幹線鉄道騒音・振動調査 

 

１．調査目的 

新幹線鉄道の沿線における騒音・振動について「新幹線鉄道騒音に係る環境基準

について」（昭和５０年７月２９日環境庁告示第４６号）に基づく環境基準及び「環

境保全上緊急を要する新幹線鉄道振動対策について」（昭和５１年３月１２日環大

特第３２号）に基づく指針値の達成状況を把握するため、調査を行いました。 

 

２．調査内容 

（１）調査期間 

騒音：令和６年４月３０日（火）、令和６年５月２９日（水）、 

令和６年５月３０日（木） 

振動：令和６年５月２日（木） 

（２）調査地点（p13 騒音・振動調査地点図参照） 

ア 騒音 

市内４地点（測定地点側の軌道中心から２５ｍ地点及び５０ｍ地点） 

イ 振動 

市内１地点（測定地点側の軌道中心から１２.５ｍ及び２５ｍ地点） 

（３）調査方法 

ア 騒音 

昭和５０年７月２９日付け環境庁告示第４６号「新幹線鉄道騒音に係る環境基

準について」及び昭和５０年１０月３日付け環大特第１００号環境庁大気保全局

長通知「新幹線鉄道騒音に係る環境基準について」に定めるところによる。 

イ 振動 

昭和５１年３月１２日付け環大特第３２号「環境保全上緊急を要する新幹線鉄

道振動対策について」に定めるところによる。 
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３．調査結果 

（１）騒音 

４地点（１地点あたり２か所）で調査をした結果、１地点を除き、３地点で環

境基準を達成しました（令和５年度と同様）。 

（調査地点別の結果については p12 表４参照） 

測定場所 

騒音レベル（ｄＢ） 
環境基準 

（ｄＢ） 
類型 令和６年度 令和５年度 

２５ｍ ５０ｍ ２５ｍ ５０ｍ 

花中町 ６９ ６７ ７０ ６５ ７５ Ⅱ 

小池町 ６９ ６４ ６８ ６３ ７０ Ⅰ 

山田三番町 ７２ ６８ ７３ ６８ ７０ Ⅰ 

二川町字南裏 ７３ ７０ ７２ ６８ ７５ Ⅱ 

 

（注）１     は、環境基準を超過していることを示す。 

２ 距離は調査地点側の軌道中心からの距離を示している。 

３ 地域類型の区分は次のとおりである。 

（１） Ⅰ類型は、第一種低層住居専用地域、第二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地

域、第二種中高層住居専用地域、第一種住居地域、第二種住居地域、準住居地域及び都市計

画区域で用途地域の定められていない地域 

（２） Ⅱ類型は、近隣商業地域、商業地域、準工業地域及び工業地域 

 

 （２）振動 

令和５年度に引き続き、振動指針値を満足していました。 

（調査地点別の結果については p12 表４参照） 
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表１－１　令和６年度自動車騒音調査結果（環境基準関係　シミュレーション含む）

昼間 夜間 昼間 夜間 昼夜 昼間 夜間 昼夜

東名高速道路 ※ 豊橋市石巻萩平町 豊橋市石巻西川町 1.6 1 1 1 1 100.0% 100.0% 100.0%

東名高速道路 ※ 豊橋市石巻西川町 豊橋市石巻西川町 0.3 2 2 2 2 100.0% 100.0% 100.0%

一般国道1号 ※ 豊橋市東細谷町 豊橋市東細谷町 0.7 8 5 5 9 88.9% 55.6% 55.6%

一般国道1号 ※ 豊橋市東細谷町 豊橋市豊清町 2.3 22 22 22 22 100.0% 100.0% 100.0%

一般国道1号 ※ 豊橋市豊清町 豊橋市三弥町 0.5 16 16 16 16 100.0% 100.0% 100.0%

一般国道1号 ※ 豊橋市三弥町 豊橋市大岩町 2.0 132 138 132 140 94.3% 98.6% 94.3%

一般国道1号 ※ 豊橋市大岩町 豊橋市大岩町 2.0 261 264 261 266 98.1% 99.2% 98.1%

一般国道1号 ※ 豊橋市大岩町 豊橋市岩屋町 1.2 185 189 185 191 96.9% 99.0% 96.9%

一般国道1号 豊橋市飯村町 豊橋市岩屋町 豊橋市三ノ輪町 1.0 11/11 ～ 11/12 73 68 148 148 148 156 94.9% 94.9% 94.9%

一般国道1号 豊橋市三ノ輪町 豊橋市三ノ輪町 豊橋市三ノ輪町 1.1 11/13 ～ 11/14 70 65 200 200 200 200 100.0% 100.0% 100.0%

一般国道1号 ※ 豊橋市三ノ輪町 豊橋市八町通 1.4 437 437 437 437 100.0% 100.0% 100.0%

一般国道1号 豊橋市八町通 豊橋市八町通 豊橋市八町通 0.9 11/13 ～ 11/14 67 64 284 284 284 284 100.0% 100.0% 100.0%

一般国道1号 ※ 豊橋市八町通 豊橋市関屋町 0.3 63 63 63 63 100.0% 100.0% 100.0%

一般国道1号 豊橋市下地町 豊橋市関屋町 豊橋市下地町 0.7 11/11 ～ 11/12 73 69 107 105 105 107 100.0% 98.1% 98.1%

一般国道1号 ※ 豊橋市下地町 豊橋市下五井町 2.1 102 102 102 106 96.2% 96.2% 96.2%

一般国道23号 ※ 豊橋市八町通 豊橋市大橋通 0.7 376 376 376 376 100.0% 100.0% 100.0%

一般国道23号 ※ 豊橋市大橋通 豊橋市絹田町 0.3 252 252 252 252 100.0% 100.0% 100.0%

一般国道23号 ※ 豊橋市絹田町 豊橋市花田町 0.2 52 52 52 52 100.0% 100.0% 100.0%

一般国道23号 ※ 豊橋市花田町 豊橋市新栄町 1.2 132 132 132 132 100.0% 100.0% 100.0%

一般国道23号 ※ 豊橋市新栄町 豊橋市新栄町 0.4 54 54 54 54 100.0% 100.0% 100.0%

一般国道23号 ※ 豊橋市新栄町 豊橋市清須町 1.5 159 159 159 159 100.0% 100.0% 100.0%

一般国道23号 ※ 豊橋市清須町 豊橋市日色野町 1.3 33 32 32 33 100.0% 97.0% 97.0%

一般国道23号 ※ 豊橋市東細谷町 豊橋市細谷町 2.6 3 3 3 3 100.0% 100.0% 100.0%

一般国道23号 ※ 豊橋市大清水町 豊橋市大崎町 1.5 132 82 82 199 66.3% 41.2% 41.2%

一般国道23号 ※ 豊橋市大山町 豊橋市大山町 0.2 24 24 24 24 100.0% 100.0% 100.0%

一般国道23号 ※ 豊橋市大山町 豊橋市大山町 0.2 3 3 3 3 100.0% 100.0% 100.0%

一般国道42号 ※ 豊橋市東細谷町 豊橋市東七根町 6.2 167 167 167 167 100.0% 100.0% 100.0%

一般国道42号 ※ 豊橋市東七根町 豊橋市城下町 7.3 137 137 137 137 100.0% 100.0% 100.0%

一般国道42号 ※ 豊橋市城下町 豊橋市城下町 1.0 28 28 28 28 100.0% 100.0% 100.0%

一般国道362号 豊橋市石巻本町 豊橋市石巻本町 豊橋市嵩山町 4.1 11/11 ～ 11/12 67 63 220 220 220 220 100.0% 100.0% 100.0%

一般国道259号 ※ 豊橋市南栄町 豊橋市北丘町 1.3 376 376 376 376 100.0% 100.0% 100.0%

一般国道259号 ※ 豊橋市駅前大通 豊橋市八町通 0.6 220 220 220 220 100.0% 100.0% 100.0%

一般国道259号 ※ 豊橋市老津町 豊橋市老津町 0.7 37 37 37 37 100.0% 100.0% 100.0%

豊橋渥美線 豊橋市中野町 豊橋市富本町 豊橋市明海町 5.3 11/13 ～ 11/14 65 63 1069 1069 1069 1069 100.0% 100.0% 100.0%

豊橋渥美線 ※ 豊橋市明海町 豊橋市明海町 0.2 2 2 2 2 100.0% 100.0% 100.0%

注）１：※印は騒音調査結果、交通量、道路状況等を基にシミュレーションにより環境基準達成戸数等を評価した。
　　２：調査道路同士の交差点付近の戸数を双方の調査区間に含むため、調査区間内の合計戸数は今回調査を行った戸数全体の数と一致しない。

環境基準達成率
（％）

起点 終点
区間
延長
(km)

調査期間

騒音レベル
（LAeq）
（dB）

環境基準達成
戸数（戸）

調査区間
内全戸数

（戸）
道路名 調査地点

評価区間
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表１－１　令和６年度自動車騒音調査結果（環境基準関係　シミュレーション含む）

昼間 夜間 昼間 夜間 昼夜 昼間 夜間 昼夜

環境基準達成率
（％）

起点 終点
区間
延長
(km)

調査期間

騒音レベル
（LAeq）
（dB）

環境基準達成
戸数（戸）

調査区間
内全戸数

（戸）
道路名 調査地点

評価区間

豊橋湖西線 ※ 豊橋市大岩町 豊橋市大岩町 1.0 86 86 86 86 100.0% 100.0% 100.0%

豊橋大知波線 ※ 豊橋市八町通 豊橋市東田町 0.8 214 214 214 214 100.0% 100.0% 100.0%

豊橋大知波線 ※ 豊橋市東田町 豊橋市多米西町 2.6 719 719 719 719 100.0% 100.0% 100.0%

豊橋大知波線 豊橋市多米西町 豊橋市多米西町 豊橋市多米町 4.5 11/11 ～ 11/12 63 59 610 610 610 610 100.0% 100.0% 100.0%

東三河環状線 ※ 豊橋市大山町 豊橋市磯辺下地町 1.6 44 44 44 44 100.0% 100.0% 100.0%

東三河環状線 ※ 豊橋市西高師町 豊橋市大岩町 4.3 118 118 118 118 100.0% 100.0% 100.0%

東三河環状線 ※ 豊橋市岩屋町 豊橋市多米西町 3.0 536 536 536 536 100.0% 100.0% 100.0%

東三河環状線 ※ 豊橋市多米西町 豊橋市多米西町 0.2 36 36 36 36 100.0% 100.0% 100.0%

東三河環状線 ※ 豊橋市東田町 豊橋市石巻本町 4.0 783 783 783 783 100.0% 100.0% 100.0%

東三河環状線 ※ 豊橋市石巻本町 豊橋市石巻本町 1.4 133 133 133 133 100.0% 100.0% 100.0%

東三河環状線 ※ 豊橋市石巻本町 豊橋市石巻本町 1.1 1 1 1 1 100.0% 100.0% 100.0%

東三河環状線 ※ 豊橋市牛川町 豊橋市緑ケ丘 0.1 17 17 17 17 100.0% 100.0% 100.0%

東三河環状線 ※ 豊橋市緑ケ丘 豊橋市石巻町 2.0 128 128 128 128 100.0% 100.0% 100.0%

東三河環状線 ※ 豊橋市石巻町 豊橋市石巻本町 0.2 5 5 5 5 100.0% 100.0% 100.0%

東三河環状線 ※ 豊橋市石巻本町 豊橋市石巻本町 0.4 17 17 17 17 100.0% 100.0% 100.0%

豊橋下吉田線 ※ 豊橋市石巻本町 豊橋市石巻萩平町 5.8 174 174 174 174 100.0% 100.0% 100.0%

豊橋下吉田線 ※ 豊橋市石巻萩平町 豊橋市石巻萩平町 0.9 10 10 10 10 100.0% 100.0% 100.0%

石巻山線 ※ 豊橋市石巻町 豊橋市石巻本町 3.3 38 38 38 38 100.0% 100.0% 100.0%

豊津石巻萩平線 ※ 豊橋市石巻西川町 豊橋市石巻萩平町 2.8 10 10 10 10 100.0% 100.0% 100.0%

平井牟呂大岩線 ※ 豊橋市清須町 豊橋市清須町 1.4 45 45 45 45 100.0% 100.0% 100.0%

平井牟呂大岩線 ※ 豊橋市馬見塚町 豊橋市南栄町 6.0 1343 1344 1343 1344 99.9% 100.0% 99.9%

平井牟呂大岩線 ※ 豊橋市南栄町 豊橋市大岩町 3.8 912 912 912 912 100.0% 100.0% 100.0%

清須下地線 ※ 豊橋市下地町 豊橋市下地町 0.3 78 78 78 79 98.7% 98.7% 98.7%

大山豊橋停車場線 ※ 豊橋市大山町 豊橋市中郷町 4.4 662 662 662 662 100.0% 100.0% 100.0%

豊橋港線 ※ 豊橋市神野新田町 豊橋市花田一番町 4.6 1093 1094 1093 1094 99.9% 100.0% 99.9%

豊橋港線 ※ 豊橋市大橋通 豊橋市大橋通 0.5 166 166 166 166 100.0% 100.0% 100.0%

豊橋豊川線 ※ 豊橋市下地町 豊橋市大村町 2.5 466 466 466 466 100.0% 100.0% 100.0%

中原東細谷線 ※ 豊橋市中原町 豊橋市東細谷町 5.1 96 95 95 97 99.0% 97.9% 97.9%

細谷二川線 ※ 豊橋市細谷町 豊橋市三弥町 4.0 59 59 59 59 100.0% 100.0% 100.0%

小松原二川停車場線 ※ 豊橋市小松原町 豊橋市大岩町 6.2 535 537 535 538 99.4% 99.8% 99.4%

小松原小池線 ※ 豊橋市小松原町 豊橋市浜道町 5.7 197 197 197 197 100.0% 100.0% 100.0%

小松原小池線 ※ 豊橋市弥生町 豊橋市山田一番町 1.5 447 447 447 447 100.0% 100.0% 100.0%

東七根藤並線 ※ 豊橋市東七根町 豊橋市天伯町 2.6 69 69 69 69 100.0% 100.0% 100.0%

伊古部南栄線 ※ 豊橋市伊古部町 豊橋市西高師町 5.6 141 141 141 141 100.0% 100.0% 100.0%

野依植田線 ※ 豊橋市植田町 豊橋市野依町 2.7 171 171 171 171 100.0% 100.0% 100.0%

注）１：※印は騒音調査結果、交通量、道路状況等を基にシミュレーションにより環境基準達成戸数等を評価した。
　　２：調査道路同士の交差点付近の戸数を双方の調査区間に含むため、調査区間内の合計戸数は今回調査を行った戸数全体の数と一致しない。
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表１－１　令和６年度自動車騒音調査結果（環境基準関係　シミュレーション含む）

昼間 夜間 昼間 夜間 昼夜 昼間 夜間 昼夜

環境基準達成率
（％）

起点 終点
区間
延長
(km)

調査期間

騒音レベル
（LAeq）
（dB）

環境基準達成
戸数（戸）

調査区間
内全戸数

（戸）
道路名 調査地点

評価区間

東赤沢植田線 豊橋市富士見台 豊橋市東赤沢町 豊橋市南大清水町 2.1 11/13 ～ 11/14 65 58 158 158 158 158 100.0% 100.0% 100.0%

東赤沢植田線 ※ 豊橋市南大清水町 豊橋市南大清水町 0.2 24 24 24 24 100.0% 100.0% 100.0%

東赤沢植田線 ※ 豊橋市南大清水町 豊橋市植田町 3.5 307 307 307 308 99.7% 99.7% 99.7%

伊古部老津線 ※ 豊橋市伊古部町 豊橋市老津町 5.1 90 90 90 90 100.0% 100.0% 100.0%

城下老津線 ※ 豊橋市城下町 豊橋市老津町 4.6 43 43 43 43 100.0% 100.0% 100.0%

白鳥豊橋線 ※ 豊橋市下五井町 豊橋市下地町 1.5 238 238 238 238 100.0% 100.0% 100.0%

白鳥豊橋線 ※ 豊橋市下地町 豊橋市大橋通 0.6 196 196 196 196 100.0% 100.0% 100.0%

豊橋環状線 ※ 豊橋市東田町 豊橋市つつじが丘 2.4 525 525 525 525 100.0% 100.0% 100.0%

豊橋環状線 ※ 豊橋市東脇 豊橋市新栄町 1.7 618 618 618 618 100.0% 100.0% 100.0%

豊橋環状線 ※ 豊橋市新栄町 豊橋市三ツ相町 1.0 276 276 276 276 100.0% 100.0% 100.0%

小向町・神野新田町19号線 ※ 豊橋市小向町 豊橋市神野新田町 2.5 45 45 45 45 100.0% 100.0% 100.0%

前田南町・小畷町2号線 ※ 豊橋市南松山町 豊橋市八町通 1.5 474 474 474 474 100.0% 100.0% 100.0%

新明町・向山大池町1号線 ※ 豊橋市駅前大通 豊橋市前田町 0.6 345 345 345 345 100.0% 100.0% 100.0%

八町通・前田町30号線 豊橋市曲尺手町 豊橋市今橋町 豊橋市前田町 0.6 11/11 ～ 11/12 60 50 244 244 244 244 100.0% 100.0% 100.0%

合計 179.7 18597 18558 18543 18695 99.5% 99.3% 99.2%

注）１：※印は騒音調査結果、交通量、道路状況等を基にシミュレーションにより環境基準達成戸数等を評価した。
　　２：調査道路同士の交差点付近の戸数を双方の調査区間に含むため、調査区間内の合計戸数は今回調査を行った戸数全体の数と一致しない。
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表１－２　令和６年度　自動車騒音調査結果（環境基準関係）

昼間 夜間 昼間 夜間 昼夜 昼間 夜間 昼夜

① 一般国道1号 豊橋市飯村町 11/11～11/12 73 68 豊橋市岩屋町 豊橋市三ノ輪町 1.0 148 148 148 156 94.9 94.9 94.9

② 一般国道1号 豊橋市三ノ輪町 11/13～11/14 70 65 豊橋市三ノ輪町 豊橋市三ノ輪町 1.1 200 200 200 200 100.0 100.0 100.0

③ 一般国道1号 豊橋市下地町 11/11～11/12 73 69 豊橋市関屋町 豊橋市下地町 0.7 107 105 105 107 100.0 98.1 98.1

④ 一般国道1号 豊橋市八町通 11/13～11/14 67 64 豊橋市八町通 豊橋市八町通 0.9 284 284 284 284 100.0 100.0 100.0

⑤ 豊橋大知波線 豊橋市多米西町 11/11～11/12 63 59 豊橋市多米西町 豊橋市多米町 4.5 610 610 610 610 100.0 100.0 100.0

⑥ 東赤沢植田線 豊橋市富士見台 11/13～11/14 65 58 豊橋市東赤沢町 豊橋市南大清水町 2.1 158 158 158 158 100.0 100.0 100.0

⑦ 豊橋渥美線 豊橋市中野町 11/13～11/14 65 63 豊橋市富本町 豊橋市明海町 5.3 1069 1069 1069 1069 100.0 100.0 100.0

⑧ 一般国道362号 豊橋市石巻本町 11/11～11/12 67 63 豊橋市石巻本町 豊橋市嵩山町 4.1 220 220 220 220 100.0 100.0 100.0

⑨ 八町通・前田町30号線 豊橋市曲尺手町 11/11～11/12 60 50 豊橋市今橋町 豊橋市前田町 0.6 244 244 244 244 100.0 100.0 100.0

3040 3038 3038 3048 99.7 99.7 99.7

注）１：騒音レベルの網掛け部分は、環境基準値を超過していることを示す。

       （なお、全ての地点において幹線交通を担う道路に近接する空間における基準値（昼間７０ｄB、夜間６５ｄB)との比較である。

     ２：「環境基準達成戸数」及び「環境基準達成率」における「昼夜」の欄は、昼間・夜間ともに環境基準を達成した住居等に係る戸数及び率を指す。

騒音レベル
（LAeｑ）（ｄB)No. 道路名 測定地点 測定期間

評価区間 環境基準達成戸
数（戸） 調査区間内

全戸数（戸）

環境基準達成率（％）

起点 終点
区間
延長
（ｋｍ）
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表２　令和６年度　自動車騒音調査結果（要請限度関係）

昼間 夜間
a 一般国道1号 豊橋市飯村町字茶屋 73 68 3 b 75(70)
b 一般国道1号 豊橋市下地町字瀬上 73 68 5 c 75(70)
c 一般国道23号 豊橋市野依町字森下 65 63 7 b 75(70)
d 一般国道23号 豊橋市前芝町字宇塚 65 64 5 c 75(70)

注）１：自動車騒音については、全ての地点において要請限度を超過していない。
         なお、全ての地点において幹線交通を担う道路に近接する区域における限度（昼間７５ｄB、夜間７０ｄB)との比較である
     ２：「用途地域」 １→第一種低層住居専用地域、第二種低層住居専用地域

２→第一種中高層住居専用地域、第二種中高層住居専用地域
３→第一種住居地域、第二種住居地域、準住居地域
４→近隣商業地域、商業地域
５→準工業地域、工業地域
６→工業専用地域
７→都市計画区域内で用途地域の定められていない地域（市街化調整区域）

     ３：「区域区分」 a・・・第一種及び第二種低層住居専用地域、第一種及び第二種中高層住居専用地域
b・・・第一種及び第二種住居地域、準住居地域、市街化調整区域
c・・・近隣商業地域、商業地域、準工業地域、工業地域

11/11～11/15

No. 道路名 測定地点 測定期間
要請限度

昼間(夜間）
（ｄＢ）

騒音レベル
（LAeq）（ｄB)

用途
地域

区域
区分
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表３　令和６年度　道路交通振動調査結果（要請限度関係）

昼間 夜間
a 一般国道1号 豊橋市飯村町字茶屋 34 28 3 1 65(60)

b 一般国道1号 豊橋市下地町字瀬上 42 38 5 2 70(65)

c 一般国道23号 豊橋市野依町字森下 45 44 7 2 70(65)

d 一般国道23号 豊橋市前芝町字宇塚 40 39 5 2 70(65)

注）１：道路交通振動については、全ての地点において要請限度を超過していない。
     ２：「用途地域」 １→第一種低層住居専用地域、第二種低層住居専用地域

２→第一種中高層住居専用地域、第二種中高層住居専用地域
３→第一種住居地域、第二種住居地域、準住居地域
４→近隣商業地域、商業地域
５→準工業地域、工業地域
６→工業専用地域
７→都市計画区域内で用途地域の定められていない地域（市街化調整区域）

     ３：「区域区分」 １・・・第一種及び第二種低層住居専用地域、第一種及び第二種中高層住居専用地域
　　　第一種及び第二種住居地域、準住居地域
２・・・市街化調整区域、近隣商業地域、商業地域、準工業地域、工業地域

11/11～11/12

要請限度
昼間(夜間)

（ｄＢ）

振動レベル
（L10)（ｄB)

用途
地域

区域
区分

No. 道路名 測定地点 測定期間
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（騒音）

25m 50m

(dB) (dB)

Ⅰ 豊橋市花中町 準工業地域（Ⅱ） 上り R6.5.29 240 69 67 75

Ⅱ 豊橋市小池町 第一種住居地域（Ⅰ） 下り R6.5.30 253 69 64 70

Ⅲ 豊橋市山田三番町 第一種住居地域（Ⅰ） 下り R6.4.30 256 72 68 70

Ⅳ 豊橋市二川町字南裏 工業地域（Ⅱ） 下り R6.5.29 261 73 70 75

注）　騒音測定結果の網掛け部分は、環境基準を超過していることを示す。

（振動）

振動

12.5m 25m 指針値

(dB) (dB) (dB)

Ⅲ 豊橋市山田三番町 第一種住居地域（Ⅰ） 下り R6.5.2 247 60 54 70

環境基準
(dB)

No. 測定場所
用途地域

（地域類型）
測定地点
側の軌道

測定
年月日

列車
速度

（km/h）

振動測定結果

表４　令和６年度  新幹線鉄道騒音・振動調査結果

No. 測定場所
用途地域

（地域類型）
測定地点
側の軌道

測定
年月日

列車
速度

（km/h）

騒音測定結果
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13

○Ⅰ 

○Ⅱ 

○Ⅲ

○Ⅳ 

○a  

○b  

○c  

○d  

⑧ 

① 
② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

No. 測定地点

Ⅰ 花中町

Ⅱ 小池町

Ⅲ 山田三番町

Ⅳ 二川町字南裏

新幹線鉄道騒音・振動

⑦ 

自動車騒音（環境基準）
No. 路線名 測定地点

1 一般国道1号 飯村町字茶屋

2 一般国道1号 三ノ輪町字本興寺

3 一般国道1号 下地町字瀬上

4 一般国道1号 八町通三丁目

5 豊橋大知波線 多米西町三丁目

6 東赤沢植田線 富士見台三丁目

7 豊橋渥美線 中野町字大原

8 一般国道362号 石巻本町字清水

9 八町通・前田町30号線 曲尺手町

自動車騒音・道路交通振動調査（要請限度）

No. 路線名 測定地点

a 一般国道1号 飯村町字茶屋

b 一般国道1号 下地町字瀬上

c 一般国道23号 野依町字森下

d 一般国道23号 前芝町字宇塚

⑨



 

 

自動車騒音及び道路交通振動に係る基準 

 

１ 自動車騒音に係る基準 

（１）道路に面する地域に係る環境基準 

環境基本法第１６条第１項に基づくもので、騒音に係る環境上の条件について生活環境を保全し、

人の健康の保護に資する上で維持されることが望ましい基準 

地 域 類 型 基 準 値 
幹線交通を担う道路に

近接する空間 

Ａ 

第１種低層住居専用地域 

第２種低層住居専用地域 

第１種中高層住居専用地域 

第２種中高層住居専用地域 

左記のうち、２車

線以上の車線を

有する道路に面

する地域 

昼間 ６０ｄＢ以下 

昼間 

７０ｄＢ以下 

夜間 

６５ｄＢ以下 

 

（全地域共通） 

 

※備考参照 

夜間 ５５ｄＢ以下 

Ｂ 

第１種住居地域 

第２種住居地域 

準住居地域 

市街化調整区域 

左記のうち、２車

線以上の車線を

有する道路に面

する地域 

昼間 ６５ｄＢ以下 

夜間 ６０ｄＢ以下 

Ｃ 

近隣商業地域 

商業地域 

準工業地域 

工業地域 

左記のうち、車線

を有する道路に

面する地域 

昼間 ６５ｄＢ以下 

夜間 ６０ｄＢ以下 

※備考 

個別の住居等において騒音の影響を受けやすい面の窓を主として閉めた生活が営まれていると認め

られるときは、屋内へ透過する騒音に係る基準(昼間にあっては４５ｄＢ以下、夜間にあっては４０ｄ

Ｂ以下)によることができる。 
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（２）自動車騒音の要請限度 

騒音規制法第１７条第１項に基づくもので、自動車騒音により道路の周辺地域の生活環境が著しく

損なわれていると認められるとき、市町村長が県公安委員会に対して道路交通法の規定による措置を

とるよう要請する際の基準 

区 域 区 分 
道路に面する地域 幹線交通を担う道

路に近接する区域 1 車線 2 車線以上 

ａ 

第１種低層住居専用地域 

第 2種低層住居専用地域 

第１種中高層住居専用地域 

第 2種中高層住居専用地域 

昼間 ６５ｄＢ ７０ｄＢ 
 

 

昼間 

  ７５ｄＢ 

夜間 

  ７０ｄＢ 

 

(全区域共通) 

 

夜間 ５５ｄＢ ６５ｄＢ 

ｂ 

第１種住居地域 

第 2種住居地域 

準住居地域 

市街化調整地域 

昼間 ６５ｄＢ ７５ｄＢ 

夜間 ５５ｄＢ ７０ｄＢ 

ｃ 

近隣商業地域 

商業地域 

準工業地域 

工業地域 

昼間 ７５ｄＢ 

夜間 ７０ｄＢ 

注）（１）、（２）共通 

１ 「幹線交通を担う道路」とは、次に掲げる道路をいう。 

  ①高速自動車国道、一般国道、都道府県道及び市町村道(市町村道は４車線以上の区間) 

  ②一般自動車道であって都市計画法施行規則第７条第１号に定める自動車専用道路 

２ 「幹線交通を担う道路に近接する空間(区域)」とは、次の車線数の区分に応じた道路端からの距離

により特定された範囲をいう。 

  ①２車線以下の車線を有する幹線交通を担う道路  １５ｍ 

  ②２車線を超える車線を有する幹線交通を担う道路 ２０ｍ 

３ 時間の区分については、昼間は６時から２２時、夜間は２２時から翌朝６時 

 

２ 道路交通振動に係る基準 

道路交通振動の要請限度 

振動規制法第１６条第１項に基づくもので、道路交通振動により道路の周辺地域の生活環境が著し

く損なわれていると認められるとき、市町村長が道路管理者に対して舗装、修繕等の措置をとるよう

要請し、又は県公安委員会に対して道路交通法の規定による措置をとるよう要請する際の基準 

地 域 区 分 要 請 限 度 

１ 

第１種・第２種低層住居専用地域 

第１種・第２種中高層住居専用地域 

第１種・第２種住居地域 準住居地域 

昼間 ６５ｄＢ 

夜間 ６０ｄＢ 

２ 

市街化調整地域 

近隣商業地域 商業地域 

準工業地域 工業地域 

昼間 ７０ｄＢ 

夜間 ６５ｄＢ 

  注）時間の区分については、昼間は７時から２０時、夜間は２０時から翌朝７時 
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新幹線鉄道騒音の基準及び振動の指針 

（１）新幹線鉄道騒音に係る環境基準（昭和５０年７月２９日環境庁告示第４６号） 

新幹線鉄道騒音に係る環境基準の地域の類型の指定 

                 （昭和５２年４月３０日愛知県告示第４８４号） 

地域の類型 地域の区分（用途地域） 基準値 

Ⅰ 

第一種低層住居専用地域、第二種低層住居専用地域、第一種中高

層住居専用地域、第二種中高層住居専用地域、第一種住居地域、

第二種住居地域、準住居地域、都市計画区域で用途地域の定めら

れていない地域 

７０ｄＢ以下 

Ⅱ 近隣商業地域、商業地域、準工業地域、工業地域 ７５ｄＢ以下 

 

（２）鉄道振動に係る指針（昭和５１年３月１２日付け環大特第３２号「環境保全上緊急を要する新幹

線鉄道振動対策について」） 

ア ７０ｄＢを超える地域について、緊急に振動源及び障害防止対策を講じること。 

   イ 病院、学校その他特に静穏の保持を要する施設の存する地域については、特段の配慮をすると

ともに、可及的速やかに措置をとること。 
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50ｍ 

用語解説 
 

１．環境基準 

環境上の条件について生活環境を保全し、人の健康の保護に資する上で、維持されることが望ま

しい基準 

 

２．点的評価 

地域を代表する騒音測定地点で等価騒音レベル（ＬAeq）の測定を行い、基準値と比較する評価方

法である。 

 

３．環境基準の面的評価 

道路を一定区間ごとに区切って評価区間を設定し、評価区間内の代表する１地点で等価騒音レベ

ル（ＬAeq）の測定を行い、その結果を用いて評価区間内にあるすべての住居等について等価騒音レ

ベルの推計を行うことにより環境基準を達成する戸数とその割合を把握する評価方法である。 

    騒音測定地点            道路 

 

※塗りつぶしは環境基準非達成、それ以外は環境基準達成の建物とする。 

 

環境基準達成率＝環境基準達成戸数（１２戸）÷評価区間内全戸数（２０戸）×１００ 

       ＝６０％ 

 

４．等価騒音レベル（ＬAeq） 

変動する騒音レベルをエネルギー的な平均値として示したものである。 

 

５．要請限度 

騒音規制法又は振動規制法の指定地域において、自動車騒音又は道路交通振動が一定の限度を超

えていることにより道路の周辺の生活環境が著しく損なわれている場合には、市町村長は都道府県

公安委員会に対し道路交通法の規定により措置をとるべきことを要請したり、道路管理者に対し道

路交通振動防止のため道路の舗装、修繕等の措置をとるべきことを要請するものとしている。この

限度のことを要請限度という。 

 

６．振動指針値 

昭和５１年３月に環境庁長官から運輸大臣に対し勧告された「環境保全上緊急を要する新幹線鉄

道振動対策について」において振動対策を講じることとされた値｡ 

騒音測定地点での騒音レベルから 

個々の住宅等の騒音レベルを推計 

環境基準を達成する住居等の戸数 

と割合を把握する 
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